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愛治地区に  ４ 年 振 り   

ドヨメキ  歓声戻る！ 
 

 

 

 

 

愛
治
地
区
大
運
動
会
開
催 

５
月
２
１
日
（
日
） 

 
 

コ
ロ
ナ
禍
が
続
き
地
域
住
民
相
互
の
つ
な
が
り
が
薄

れ
て
い
る
こ
と
を
憂
慮
す
る
状
況
の
中
、
諸
規
制
の
緩

和
に
鑑
み
、
運
動
会
の
開
催
に
当
た
っ
て
、
地
区
の
皆
さ

ん
の
参
加
が
叶
う
か
ど
う
か
、
区
長
、
組
長
さ
ん
に
は
令

和
４
年
度
各
地
区
の
総
会
に
お
い
て
、
地
区
民
の
意
見

等
の
す
く
い
上
げ
や
取
り
ま
と
め
等
の
多
大
な
ご
苦
労

を
お
掛
け
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
全
地
区
と
も
、

「
以
前
の
よ
う
に
地
区
ご
と
に
選
手
を
出
し
て
の
参
加
は

叶
わ
な
い
」と
い
う
意
向
が
大
勢
で
し
た
。
そ
こ
に
は
、
地

域
住
民
の
高
齢
化
が
進
み
安
全
等
が
保
障
さ
れ
な
い
、

体
育
振
興
会
役
員
も
選
手
集
め
が
容
易
で
な
い
。
な
ど

切
実
な
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
ん
な
状
況
下
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
一
筋
の
光
と

し
て
、
今
年
度
の
、
愛
治
地
区
の
大
運
動
会
に
お
い
て
、

１
４
名
だ
け
の
小
学
校
の
運
動
会
を
何
と
か
盛
り
上
げ

よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
建
設
的
な
意
見
も
あ
り
、
改
め
て

関
係
者
と
協
議
を
重
ね
、
皆
さ
ん
の
前
向
き
な
姿
勢
と

熱
意
の
お
か
げ
で
、
各
地
域
の
区
長
組
長
・
体
育
振
興

会
・地
区
有
志
・愛
治
地
区
役
場
職
員
の
方
々
の
ご
賛
同

を
い
た
だ
き
、
総
勢
９
５
名
の
方
の
参
加
を
得
て
、
当
日

は
、
競
技
者
、
観
客
の
双
方
と
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

久
し
ぶ
り
の
運
動
会
を
皆
さ
ん
と
実
感
で
き
た
半
日
で

し
た
。 

 

今
後
も
、
ま
す
ま
す
各
種
地
域
行
事
も
で
き
に
く
い

状
況
と
な
り
、
愛
治
地
区
が
ま
す
ま
す
衰
退
し
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
懸
念
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
運

動
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
歓
声
と
素
敵
な
愛
願
」
を
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
繋
げ
「
や
れ
ば
で
き
る
」の
精
神
で
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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     今年度、第１弾として、愛治自治活性化協議会主催による講座を４講座開講いたしました。 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★料理教室（6月 2日開講） 
三島、山本静子講師のもと、８名の受講希望者を迎

え開講し、１回目は、「和」の料理に取り組みました。今

後も毎月第１金曜日予定しており、旬の材料を活用し

た料理教室を実施することとしています。 

愛治公民館生涯学習 講座開講 

★寄せ植え教室（6月 21日開講） 
西予市の仲口由美さんを講師に迎え５人の受講生

が、第１回目は夏植物の寄せ植えに挑戦しました。 

★クラフトバンド教室（6月 10日開講） 
昨年に引き続き、日吉の松瀬純子講師のもと、５人

の受講生が、折り込みの基本から取り組みました。第１

回目は短時間でできるかご作りの製作をしました。 

 

●
愛
治
地
区
各
種
教
室
の
開
催
に
つ
い
て 

（受
講
生
募
集
の
お
知
ら
せ
） 

 

 

今
年
度
も
受
講
生
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。 

希
望
の
講
座
・
体
験
し
た
い
講
座
を
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

 

途
中
か
ら
の
受
講
も
可
能
で
す
。 

  

今
後
開
講
予
定
講
座 

○ 

将
棋
教
室 

○
生
け
花
教
室 

○ 

ス
マ
ホ
教
室 

○
生
前
整
理
教
室 

○ 

年
金
教
室 

※
す
べ
て
の
教
室
受
講
料
は
無
料
で
す 

※
た
だ
し
、
教
室
で
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担 

と
な
り
ま
す
。 

 

●
愛
治
地
区
各
種
体
育
事
業
の
開
催
に
つ
い
て 

（参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ
） 

 

今
年
度
も
参
加
者
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。 

参
加
し
た
い
大
会
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

〇 

モ
ル
ッ
ク
大
会 

〇
卓
球
大
会 

〇 

レ
ク
バ
レ
ー
大
会 

〇
ゴ
ル
フ
大
会 

〇 

ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会 

〇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会 

 ●
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
は
多
数
応
募
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
涼
し
く
な
る
、
９
月
以
降
に
実
施
の

予
定
で
計
画
し
ま
す
。
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ

い
。 

 
 
 
 

問
い
合
わ
せ
先 

電
話 

４
６
❘
０
０
０
１ 

★牛鬼面作り教室（7月５日開講） 
小西野々蜂須賀泰造さんを講師に迎え６人の受講

生が牛鬼面作りに取り組みました。昨年に引き続きの

方や初心者もおられるなど出来栄えが楽しみです。 
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８月１３日（日）雨天の場合１４日（月）に延期 

サマーｉｎ愛治 2023 プログラム（7/1現在予定） 

時間は、変更する場合がありますのでご了承ください。 

 

      

 

  
 

       

 

      ダンスチーム広蓮  

 

 

 

 

 

 

       

小 春 

 

サマーｉｎ愛治  2023   

４年振りに  開催決定！ 
 

 

 

 

 

６
月
２
０
日
、
第
１
回
目
の
夏
祭
り
実
行
委
員
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
見
送
っ
て
き
た

夏
祭
り
で
す
が
、
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
の
思
い
は
一
つ

で
、
全
会
一
致
で
開
催
す
る
こ
と
と
決
定
い
た
し
ま
し

た
。 開

催
に
当
た
っ
て
は
、
来
夢
・
母
愛
夢
・
商
工
会
愛
治

支
部
に
よ
る
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、
子
供
た
ち
の
お
楽
し
み
コ

ー
ナ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
演
芸
、
そ
し
て
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
に

打
ち
上
げ
花
火
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
コ
ロ
ナ
禍

に
配
慮
し
、
使
い
捨
て
食
器
の
使
用
や
、
飲
食
ブ
ー
ス
を

分
け
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
、
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。 

 

★ 

愛
治
夏
祭
り
に
か
か
る
寄
付
の
お
願
い 

★ 

 

今
年
の
夏
祭
り
は
、
４
年
ぶ
り
に
地
区
の
み
な
さ
ん
、

そ
し
て
、
お
盆
に
帰
省
の
方
々
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
８
月
１
３
日
（日
）全
面
開
催
に
向
け
、
計
画
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
時
節
柄
大
変
厳
し
い
状
況
の
中
、
大

変
厚
か
ま
し
い
お
願
い
と
は
存
じ
ま
す
が
、
よ
ろ
し
け
れ

ば
今
年
度
の
愛
治
地
区
夏
祭
り
開
催
に
当
た
り
、
ご
寄

付
を
賜
り
た
く
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。
書
面
に
て
甚

だ
失
礼
と
は
存
じ
ま
す
が
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

重
ね
て
の
、
お
願
い
で
す
が
、
か
ま
わ
な
い
方
は
、
公

民
館
ま
で
ご
持
参
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

  

１ 開   場                     １８：３０～ 

２ 開会あいさつ 夏祭り実行委員長     １９：００～ 

３ 来賓あいさつ  

４ 黙   祷 

５ ダンスパフォーマンス             １９：３０～  

                             ダンスチーム広蓮 

６ 宝探し 保育園児・小学校児童・その他  １９：５０～ 

７ お楽しみ抽選会（福引き発表）           

                                     特 等～ １本  １ 等～ ３本  

                                     ２ 等～ ３本  ３ 等～３０本 

 

８ 演   芸                     ２０：１０～ 

【 小 春 の 歌 謡 シ ョー 】 

 

９ 閉   会   

 

10 清水東仲河川敷にて 花火打ち上げ   ２０：５０頃～       
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令和５年度愛治公民館運営審議会委員 

愛 治 自 治 会 長 濱 田 寛 之 新任 

愛 治 小 学 校 長 北 岡 聡 美 新任 

体 育 振 興 会 会 長 芝  和 孝 新任 

町老連愛治支部長 山 本  守 再任 

町有林管理組合長 藤 城 英 秋 再任 

母 愛 夢 会 長 渡 邊 良 子 再任 

愛治公民館職員 

館 長 末 廣  健 職員 

主 事 二 宮  浩 職員 

保 健 師 小 越 真 祈 職員 

管 理 人 濱 田 里 美 職員 

愛治地区伝統文化・遺物 

保存継承委員名簿 

大 宿 松岡 長造 

大 宿 兵頭 貴秋 

生 田 清家 正志 

生 田 宇都宮 剛 

清 水 末廣   啓 

清 水 谷口 久雄 

畔 屋 鷲見 一男 

畔 屋 毛利 和男 

西 野 々 橋本 定典 

西 野 々 高田 治広 

ｵ ﾌ ﾞ ｻ ﾞ ｰ ﾊ ﾞ ｰ 芝  弘晃 

 

※ 

利
用
可
能
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日 

 

※ 

貸
出
期
間
は
、
原
則
、
２
週
間
以
内 

※ 

貸
出
冊
数
は
５
冊
ま
で 

  
 

 

４
月
か
ら
の
新
刊
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
是
非
ご
来
館
く
だ
さ
い
！ 

 

図
書
室
・
新
刊 

 

４
月
２
８
日
に
公
民
館
運
営
審
議
会
を
開
催

し
、
令
和
５
年
度
の
公
民
館
事
業
計
画
を
提
案
し

て
、
審
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
で
に
運
動
会
は
実

施
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
度
も
、
青
少
年
・
成

人
・
婦
人
・
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
事
業
、
文
化
の

伝
承
と
文
化
活
動
の
推
進
な
ど
様
々
な
計
画
を
承

認
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移

行
し
た
こ
と
も
あ
り
、
数
年
の
間
、
中
止
や
延
期
を

し
て
い
た
行
事
等
に
お
い
て
も
、
ま
だ
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
行
事
に
合
わ
し
た

様
々
な
対
策
を
講
じ
な
が
ら
実
施
し
て
い
く
予
定

で
す
。 

公
民
館
運
営
審
議
会 

 

愛
治
地
区
伝
統
文
化
・遺
物 

保
存
継
承
委
員
会
設
置 

 

愛
治
地
区
に
は
、
歴
史
的
建
造
物
や
地
域
に

よ
っ
て
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
文
化
財
や
伝
統

行
事
、
川
や
山
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
環

境
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
、
愛
治
地
区
の

伝
統
文
化
、
遺
物
保
存
・
継
承
を
円
滑
に
推
進

す
る
た
め
、
愛
治
地
区
伝
統
文
化
、
遺
物
保

存
・
継
承
委
員
会
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
６

月
１
日
に
、
第
１
回
目
を
開
催
し
、
生
産
・
産

業
・
景
観
・
集
落
・
衣
・
食
・
住
・
祭
り
・
行
事
等
、

地
域
の
現
状
を
抽
出
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
文

化
財
を
地
域
の
資
源
と
し
て
み
ん
な
で
守
り
、

活
用
し
て
、
地
域
の
魅
力
の
向
上
や
活
性
化
に

つ
な
げ
、
文
化
的
に
も
よ
り
豊
か
な
暮
ら
し
に

つ
な
げ
て
い
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
と
行
政
が

協
働
し
て
取
り
組
む
た
め
の
計
画
書
を
作
成

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 


